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はじめに

戦前の大阪における公立の中等工業教育機関

としては，市立の工業学校と府立の職工学校が

あったが，１９１９年設立の市立大阪実業学校を除

いて，前者が甲種の実業学校として設立された

のに対して，後者は乙種の実業学校として設立

され，のちに高級科を新設することで甲種実業

学校に昇格するといった軌跡を辿った１。甲種

の市立工業学校の嚆矢は１９０８年設立の市立大阪

工業学校（２６年に大阪市立都島工業学校と改

称）であり２，次に２２年設立の市立泉尾工業学

校３，２３年設立の市立工芸学校の順であった４。

一方，最初の府立職工学校は１９０８年設立の大

阪府立職工学校（１６年に大阪府立西野田職工学

校と改称）であり，１４年設立の大阪府立職工学

校今宮分校（１６年に大阪府立今宮職工学校と改

称）５，大阪府立佐野職工学校（２５年設立），大

阪府立城東職工学校（２９年設立）と続いた。

本稿では１９２０年代に設立された大阪市立工芸

学校，大阪府立佐野職工学校，大阪府立城東職

工学校の３校を取り上げてみたい。明治後期に

続いて，大阪における中等工業教育機関設立の

第二波を形成したこれらの諸学校が，戦間期か

ら戦時期における激変する環境に対応していか

なる展開を遂げたのか，以下では順を追って検

討する。

１．大阪市立工芸学校

（１） 略 史

１９２１年２月の大阪市会において中等実業学校

４校の新設が可決されたが，そのうち唯一の工

芸教育機関として大阪市立工芸学校が設置され

ることになった。２月の市会には大阪市長池上

四郎から「議案第四十一号実業学校創設の件」

が提出されたが，その提案説明は「本市ニ於ケ

ル中等実業学校入学志願者ノ数逐年増加シ公私

既設学校ノ設備ヲ以テシテハ約其ノ三割余ヲ収

容シ得ルニ過キス商工都市タル本市ノ為其遺憾

トスル所ナリ仍テ大正十年度ヨリ四箇年間ニ四

校ヲ増設シ本市実業教育機関ノ充実ヲ期セム」

というものであった。４カ年にわたって総額２６５

万１４０９円を支出して，第三商業学校（修業年限

５カ年，生徒定員約７５０名），第四商業学校（５

カ年，約７５０名），第二工業学校（５カ年，約５００

名），工芸学校（５カ年，約５００名）の４校を新

設するというこの案は異議なく可決された６。

表１に示されているように１９２３年３月に大阪

１ 詳細は，沢井実「戦前・戦中期大阪の工業学校－
大阪市立泉尾工業学校・大阪市立泉尾工業専修学校
の事例－」（『大阪大学経済学』第５６巻第４号，２００７
年３月）２頁参照。

２ 同校については，沢井実「戦間期における工業学
校卒業生の就職・移動・昇進－大阪市立都島工業学
校を事例に－」（『大阪大学経済学』第５３巻第２号，２００３
年９月）参照。

３ 同校については，沢井，前掲論文，２００７年参照。
４ １９１９年には市立大阪実業学校（工業本科と商業本
科からなる）が設立されるが，設立当初は２年制の
乙種実業学校であり，２２年度から大阪市立実業学校
と改称して３年制となる。

５ 西野田・今宮の両職工学校については，沢井実
「戦間期大阪の職工学校－大阪府立西野田・今宮職
工学校を事例に－」（『大阪大学経済学』第５５巻第４
号，２００６年３月）参照。

戦前・戦中期大阪の工芸学校と職工学校

－大阪市立工芸学校・大阪府立佐野職工学校・大阪府立城東職工学校－

沢 井 実
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市立泉尾工業学校の一部を仮校舎として大阪市

立工芸学校が発足した。入学資格は尋常小学校

卒業であり，修業年限５年の甲種実業学校で

あった。同校は金属工芸，木材工芸，工芸図案

の３科からなり，４月１０日から職員７名，生徒

８７名で授業が開始された。２４年１月には初代校

長に土屋安彦が就任し，同年９月には本館・実

習場などの新校舎が東成郡天王寺村に完成した

ため，同校は仮校舎から同所に移転した７。設

立時，同校は「校舎の周囲に人家とて一軒もな

く全くの田畑で圍まれ，環境の良さこの上もな

かった。北よりは天王寺中学の，東よりは明浄

高女の，西よりは阿倍野高女のそそぐ風に乗っ

て授業の妙なる音楽を耳にして製図をした事も

幾度８」といった環境を享受することができ

た。２５年４月には職員と生徒で構成される校友

会が組織された。続いて２９年３月に大阪市立工

芸学校同窓会が発足したものの活動は低調

で，３６年１月に活性化を狙って大阪工芸会と改

称した。
６ 大阪市役所編『大阪市会史』第１６巻，１９２４年，２７５―
２７７頁。なお第三商業学校は大阪市立東商業学校（１９２０
年４月に開校した東区甲種商業学校が２１年４月に市
に移管され，同年６月に大阪市立東商業学校と改
称），第四商業学校は大阪市立扇町商業学校（１９２３年
４月開校），第二工業学校は大阪市立泉尾工業学校
（１９２２年４月開校）である（新修大阪市史編纂委員
会編『新修大阪市史』第６巻，大阪市，１９９４年，７４５
頁）。

７ 以下，大阪市立工芸高等学校編『芸草 創立３０周
年記念誌』１９５３年，１５―４２頁，同編『芸草 創立４０周
年記念誌』１９６４年，３―８頁，および同編『芸草 創
立６０周年記念誌』１９８３年，８―３８頁による。

８ 福山義夫「同窓会の回顧」（大阪市立工芸高等学校
編『芸草 創立２５年記念号』１９５０年）４８頁。

表１ 大阪市立工芸学校の変遷

年月 事 項
１９２３年３月 大阪市立工芸学校が発足。修業年限５ヵ年制，入学資格は尋常小学校卒業。金属工芸科，木材工

芸科，工芸図案科の３科（各科定員３３名）をおき，４月から大阪市立泉尾工業学校の仮校舎で授
業開始。

２４年１月 初代校長として土屋安彦就任。
２４年９月 新校舎完成，仮校舎から移転。
２５年４月 職員と生徒で構成される校友会が結成される。
２８年３月 第１回卒業生４３名を送り出す。
２９年７月 小山幹也が第二代校長に就任。
２９年１２月 校友会会誌『芸草』を創刊。
３２年１１月 鈴木直則が第三代校長に就任。
３６年１月 同窓会（２９年３月発足）が「大阪工芸会」と改称，活動を活発化する。
４０年２月 丹羽賢が第四代校長に就任。
４１年３月 第二本科（夜間課程）が併置される。応用金属科と応用木材科の２科，修業年限は４年。
４３年４月 中等学校令が改正され，修業年限が４年となる。
４４年３月 工芸図案科廃止。
４４年４月 建築科を新設，金属工芸科を金属工業科に改称し，第一部と第二部に分科。第二本科の応用金属

科が金属工業科，応用木材科が木材工芸科に改称。
４５年３月 第二本科が第１回卒業生３６名を送り出す。
４６年３月 真先香苗が第五代校長に就任。

工芸図案科が復活。金属工業科は第一部・第二部の名称を廃止して金属工芸科に，建築科は建築
工芸科にそれぞれ改名。

４６年４月 戦災により廃校となった大阪市立難波工業学校木材工業科生徒７３名が木材工芸科に編入。
４８年４月 修業年限３年の大阪市立工芸高等学校となり，定時制課程は５３年３月に独立して大阪市立第二工

芸高等学校となる。

［出所］ 大阪市立工芸高等学校編『大阪市立工芸高等学校創立４０周年記念誌 芸草』１９６４年，３―９頁，およ
び同編『創立６０周年記念誌 芸草』１９８３年，８―３８頁。
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表２にあるように１９２５年度において「工芸」

を校名に冠した学校は，私立・町立を含めて全

国に１２校，３０年度では１０校あった。しかし，多

くの工芸学校は伝統的な工芸品生産と密接に関

連した「金工」，「木工」，「塗工」などを中心と

しており，そうしたなかで分科の一つに「工芸

図案」を掲げたのは大阪市立工芸学校のみで

あった９。

１９２９年５月に土屋校長が病没したため，同年

７月に大阪市視学の小山幹也が第二代校長に就

任する。３２年１１月に小山校長が大阪市立都島工

業学校長に転出したため，同月に第三代校長の

鈴木直則が着任した。続いて４０年２月に鈴木校

長が大阪市立酉島工業学校長に転出したため，

大阪市立実業学校長の丹羽賢が第四代校長に就

任した（表１参照）。

１９４１年３月には文部省告示をもって第二本科

（夜間課程）が併置され，応用金属科と応用木

材科の２科（修業年限４年，各科定員３０名，入

学資格は高等小学校卒業程度）が設けられた。

１９４３年１月の中等学校令の制定によって，４３年

度から修業年限は１年短縮されて４カ年となっ

た。太平洋戦争末期の４４年３月には工芸図案科

が廃止され，翌４月には建築科の新設，金属工

芸科の金属工業科への改称１０，第二本科応用金

属科の金属工業科への改称，応用木材科の木材

工芸科への改称が行われた。４５年３月には第二

本科が第１回卒業生３６名を送り出した。

敗戦後の１９４６年３月に廃科となっていた工芸

図案科が復活し，金属工業科は第一部・第二部

の名称を廃止して金属工芸科に，建築科は建築

工芸科にそれぞれ改名した１１。翌４月には５年

制の工芸学校に復帰するとともに，戦災で廃校

となった大阪市立難波工業学校木材工業科の生

徒７３名を木材工芸科に編入させた。学制改革を

受けて４８年４月に大阪市立工芸学校は全日制の

大阪市立工芸高等学校となり，工芸図案科は図

案科に，建築工芸科は建築科にそれぞれ改名し

た。同月には第二本科に図案科と建築科が新設

され１２，５３年３月には定時制課程が独立して大

阪市立第二工芸高等学校となった。

（２） 入学と卒業の状況

〈入学と卒業の状況〉

表３にあるように後発の甲種工業学校である

大阪市立工芸学校の入学倍率は初年度に２倍を

超えたものの，その後はその水準を維持するこ

とができなかった。先行する市立工業学校とし

て都島工業学校と泉尾工業学校が存在しただけ

でなく，大阪府立西野田職工学校と大阪府立今

宮職工学校の両校も１９２２年に高級科を新設して

甲種の実業学校に昇格していた。

大阪市立工芸学校の入学者が定員の１００名を

上回ったのは１９３０年度が最初であり，入学倍率

が約３倍になったのは３５年度の１カ年のみで

あった。泉尾工業学校と大阪市立工芸学校の入

学倍率を比較すると，３３年度までは一貫して後

者が前者を上回ったものの，３４～４１年度で後者

が前者を上回ったのは３５年度のみであった１３。

２５年度の都島の入学倍率が２．７倍，西野田が４．２

倍，今宮が４．３倍，３０年度の都島が２．９倍，西野

田が３．５倍，今宮が３．８倍，３５年度の都島が２．６

倍，西野田が５．７倍，今宮が５．０倍であったこと

を考慮すると１４，後発校である大阪市立工芸学

校の生徒確保の難しさがうかがわれる。また

１９２０年代には市立の工業学校・工芸学校の授業

料が月額２円５０銭（大阪市住民，その他は３円

５０銭）であったのに対し，府立の職工学校が月

９ 富山県立工芸学校，名古屋市立工芸学校，京都市
立美術工芸学校は「図案」科を有しており，東京府
立工芸学校には「製版印刷」科があった。

１０ 金属工業科は第一部と第二部に分科され，それぞ
れ５０名の定員となった。

１１ 第二本科の金属工業科も金属工芸科に改められた。
１２ 昼間・夜間ともに図案・建築・金属工芸・木材工
芸の４科となった。

１３ 沢井，前掲論文，２００７年，４頁。
１４ 同上論文，３，５頁。
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表２ 全国の中等工芸学校

１９２５年度 １９３０年度
校 名 分科 修業年限 校 名 分科 修業年限

青森市立工芸学校 建築 ３ 青森市立工芸学校 建築 ３
家具 ３ 家具 ３
建具 ３ 建具 ３

東京府立工芸学校 金属工芸 ５ 東京府立工芸学校 金属工芸 ５
精密機械 ５ 精密機械 ５
木材工芸 ５ 木材工芸 ５
製版印刷 ５ 製版印刷 ５

富山県立工芸学校 木工 ５ 富山県立工芸学校 木工 ５
金工 ５ 金工 ５
漆工 ５ 漆工 ５
図案 ５ 図案 ５
応用化学 ５ 応用化学 ５
機械電気 ５ 機械電気 ５

市立甲府工芸学校 土木建築 ３ 市立甲府工芸学校 建築 ３
木材工芸 ３ 土木 ３

名古屋市立工芸学校 木工 ５ 木材工芸 ３
図案 ５ 名古屋市立工芸学校 木工 ５
金工 ５ 図案 ５

津市立工芸学校 建築 ３ 金工 ５
木材工芸 ３ 建築 ５
家具 ３ 津市立工芸学校 建築 ３
玩具 ３ 木材工芸 ３

京都市立美術工芸学校 絵画 ５ 京都市立美術工芸学校 絵画 ５
図案 ５ 図案 ５
彫刻 ５ 彫刻 ５
漆工 ５ 漆工 ５

大阪市立工芸学校 金属工芸 ５ 大阪市立工芸学校 金属工芸 ５
木材工芸 ５ 木材工芸 ５
工芸図案 ５ 工芸図案 ５

香川県立工芸学校 彫刻 ５ 香川県立工芸学校 金工 ５
家具 ５ 木工 ５
うるし漆 ５ 漆工 ５
蒔絵 ５ 建築 ５
彫金 ５ 大分県日田工芸学校 指物 ３
鎚金 ５ （学校組合立） 漆工 ３
鋳金 ５ 建築 ３
建築 ５

岡山工芸学校（市立） 木工 ３
金工 ３
塗工 ３

大牟田工芸学校（私立） 建築 ３
家具 ３

大分県日田工芸学校（町立） 指物 ３
漆工 ３
建築 ３

［出所］ 文部省編『文部省年報』大正１４年度，昭和５年度，１９２９年，１９３３年。
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額１円（８月は徴収なし）であった点も，入学

倍率格差の一因であった１５。

学科別の入学倍率をみると，開校当初の数年

間は木材工芸科の人気が高く，１９２８年度以降は

工芸図案科の入学倍率が相対的に高くなり，３０

年代半ば以降になると金属工芸科の人気が上昇

した。

一方，表３から卒業率（卒業者数／入学者

数）をみると，１９２３年度入学者（２７年度卒業）

の卒業率は４９．４％と低く，卒業率が恒常的に

８０％台を突破するようになるのは３１年度入学者

（３５年度卒業）以降のことであった。学科別に

みると創立初期には工芸図案科の卒業率が相対

的に低く，２６年度入学者２８名のうち卒業したの

は１０名に留まった。

〈父兄の動向〉

表４から大阪市立工芸学校在校生の父兄の職

業をみると，１９２４～２７年では「庶業」の割合が

もっとも高く，次いで２４年を除くと商業が工業

を上回っていた。２８～４１年では２８・３１～３３・

４０・４１に商業が工業を上回っているが，その他

の年次では両者の逆転がみられた。

１９３０～３２年には学科別に父兄の職業が分かる

が，金属工芸科の場合は３カ年とも工業が商業

を上回っているのに対し，工芸図案科では逆に

商業が工業を上回っていた。工芸図案科に通う

生徒には商家の子弟が比較的多かったのであ

る。

（３） 教育内容と教員層の動向

〈教育の特色〉

ここでは工芸図案科の教育内容についてみて

みよう。１９２８年に制定された学則によると，毎

週の授業時数は各学年とも３９時間であり，１・

２学年は普通科目に力点がおかれ，３学年から

専門科目が中心となった。しかし１・２学年に

おいても「工業図案」９時間，１学年では「自

在画」６時間，２学年では「自在画・用器画」

６時間がそれぞれ配当され，３学年には「自在

画」６時間，「工業図案・装飾図案」８時間，

「図案応用品工作」８時間，４学年には「自在

画」６時間，「工業図案・装飾図案」８時間，

「図案応用品工作」７時間，５学年には「工業

図案・装飾図案」１７時間，「図案応用品工作」

６時間が配当されていた１６。

１９３２年度の工芸図案科の状況をもう少し詳し

くみると，図案実習の範囲はきわめて広く，染

織，印刷，木工，金工，窯業，漆工などに関す

る図案から総合的な装飾計画，室内装飾設計，

陳列窓，店頭装飾，博展覧会出品装飾などに及

んだ。「第一，第二学年においては図案家とし

て必要な観察力，表現力，創作力等の誘導助

成，或は特殊な感覚修練等について初歩的階梯

から始め，図案の基礎を大体修め，漸進的に実

際の工芸図案に近づかしめる。第三学年以上に

おいては各種工芸図案の研究に入り，各方面の

研究を行ふのである」といった内容であった。

「図案創作の実力は実習と専門学科との両方面

の研究錬磨によってはじめて充実される」ので

あり，専門科目は図案学，工製品学，工製材料

及技法（金工，染織，印刷，木工，漆工，窯

業，建築），様式沿革，広告学，色彩学，特別

講義（芸用解剖学，家具沿革，建築沿革，有識

故実）などであった。また図案創作には絵画的

能力が不可欠との観点から，生徒は１学年から

５学年にわたって日本画と洋画の双方を学び，

３・４学年の第３学期には日本画家である岡本

大更の講義を受けた１７。

各種工芸図案についてもその範囲は広く，例

えば染織図案では風呂敷，手拭，浴衣地，半

襟，着尺地，洋服地，ネクタイ，裾模様，緞１５ 大阪市役所教育部編『大阪市学事統計』各年版，
「大阪府立佐野職工学校学則」（『大阪府公報』第１２０３
号，１９２５年３月３０日），および「大阪府立城東職工学
校学則」（『大阪府公報』第２１８号，１９２９年３月７日）
参照。

１６ 前掲『芸草 創立６０周年記念誌』８頁。
１７ 以上，「工芸図案科概況」（『芸草』第５号，１９３４年
３月）８７頁による。
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表３ 大阪市立工芸学校学科別入学者数・卒業者数
（人，％）

年度 金 属 工 芸 木 材 工 芸 工 芸 図 案 合 計

志願者 入学者 倍率 志願者 入学者 倍率 志願者 入学者 倍率 志願者 入学者 倍率

１９２３ ５２ ２４ ２．２ ７４ ３１ ２．４ ５６ ３２ １．８ １８２ ８７ ２．１

２４ ２７ ２９ ３０ １２３ ８６ １．４

２５ ４３ ２８ １．５ ５４ ２８ １．９ ４５ ３０ １．５ １４２ ８６ １．７

２６ ４９ ２６ １．９ ７１ ２５ ２．８ ５４ ２８ １．９ １７４ ７９ ２．２

２７ ５１ ２３ ２．２ ６７ ２４ ２．８ ４７ ２９ １．６ １６５ ７６ ２．２

２８ ３５ ３０ １．２ ４９ ３４ １．４ ５３ ３２ １．７ １３７ ９６ １．４

２９ ４１ ３０ １．４ ４３ ３１ １．４ ６２ ３０ ２．１ １４６ ９１ １．６

１９３０ ４９ ３４ １．４ ６７ ３５ １．９ ７７ ３５ ２．２ １９３ １０４ １．９

３１ ４１ ３１ １．３ ６１ ３５ １．７ ７５ ３２ ２．３ １７７ ９８ １．８

３２ ４３ ２９ １．５ ７２ ３５ ２．１ ６５ ３６ １．８ １８０ １００ １．８

３３ ５８ ３２ １．８ ６６ ３５ １．９ ９０ ３１ ２．９ ２１４ ９８ ２．２

３４ ５０ ３３ １．５ ５７ ３１ １．８ ５９ ３４ １．７ １６６ ９８ １．７

１９３５ １３２ ３５ ３．８ ９１ ３３ ２．８ ８３ ３５ ２．４ ３０６ １０３ ３．０

３６ ７５ ３５ ２．１ ７３ ３５ ２．１ ７０ ３４ ２．１ ２１８ １０４ ２．１

３７ ７０ ３５ ２．０ ６０ ３４ １．８ ７０ ３４ ２．１ ２００ １０３ １．９

３８ ８３ ３６ ２．３ ５２ ３５ １．５ ５２ ３６ １．４ １８７ １０７ １．７

３９ ６８ ３８ １．８ ５８ ３６ １．６ ５１ ３６ １．４ １７７ １１０ １．６

１９４０ ６７ ４０ １．７ ６１ ３６ １．７ ３９ ３１ １．３ １６７ １０７ １．６

４１ ５６ ３９ １．４ ５５ ３５ １．６ ４９ ３５ １．４ １６０ １０９ １．５

金 属 工 芸 木 材 工 芸 工 芸 図 案 合 計

卒業者 卒業率 卒業者 卒業率 卒業者 卒業率 卒業者 卒業率

１９２７ １１ ４５．８ １８ ５８．１ １４ ４３．８ ４３ ４９．４

２８ １４ ５１．９ １９ ６５．５ ２０ ６６．７ ５３ ６１．６

２９ １７ ６０．７ １９ ６７．９ １５ ５０．０ ５１ ５９．３

１９３０ ２０ ７６．９ １９ ７６．０ １０ ３５．７ ４９ ６２．０

３１ １４ ６０．９ １６ ６６．７ ２２ ７５．９ ５２ ６８．４

３２ １９ ６３．３ ２１ ６１．８ ２０ ６２．５ ６０ ６２．５

３３ １７ ５６．７ １７ ５４．８ １９ ６３．３ ５３ ５８．２

３４ ２８ ８２．４ ２７ ７７．１ ２５ ７１．４ ８０ ７６．９

１９３５ ２５ ８０．７ ２７ ７７．１ ２７ ８４．４ ７９ ８０．６

３６ ２４ ８２．８ ３９ １１１．４ ３３ ９１．７ ９６ ９６．０

３７ ２６ ８１．２ ２７ ７７．１ ２８ ９０．３ ８１ ８２．７

３８ ２８ ８７．５ ２６ ８３．９ ２５ ７３．５ ７９ ８０．６

３９ ３２ ９１．４ ２２ ６６．７ ３２ ９１．４ ８６ ８３．５

１９４０ ２８ ８０．０ ２３ ６５．７ ２８ ８２．３ ７９ ７６．０

［出所］ 志願者・入学者：１９２３年度：大阪市役所編『大阪市統計書』大正１２年版，１９２４―３４年度：大阪市役所
教育部編『大阪市学事統計』各年度，１９３５―４１年度：大阪市役所教育部編『大阪市学事要覧』各年度。
卒業者：１９２７―３３年度：前掲『大阪市学事統計』各年度，１９３４―４０年度：前掲『大阪市学事要覧』各年
度。

（注）� 入学者・卒業者数については，大阪市立工芸学校校友会編『芸草』各号も参照したが，数字が上記資
料と一致しない場合は，『芸草』の数値を採用した。
� 卒業率＝卒業者数／入学者数。卒業率が１００％を超えるのは，卒業者のなかに留年したため遅れて卒
業する者などを含むため。
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帳，敷物，壁掛などを練習し，広告図案では

レッテル，ポスタースタンプ，カタログ，パン

フレット，新聞雑誌広告，ポスター，フォル

ダー，商標などが対象となった１８。

〈教員層の動向〉

初代校長の土屋安彦は多彩なキャリアの持ち

主であった１９。土屋は１９０１年７月に東京高等工

業学校附設工業教員養成所工業図案科を卒業す

ると同時に，郷里山梨の南都留郡立染織学校

（０４年に山梨県立工業学校に改称）に就職し，

その後０７年の設立時から東京府立工芸学校に転

じ，さらに１０年に母校の東京高等工業学校で教

え，翌１１年から大陸に渡って南満鉄道工業学校

で教鞭をとった。１５年の帰国後は甲府市で自営

業を営み，その後東京の安全印刷で勤務した

後，１９年から鹿児島県の姶良郡立工業徒弟学校

（２３年に鹿児島県加治木工業学校と改称）で教

え，２２年にはふたたび東京に戻って母校で教え

た。その土屋が２３年２月に教諭として工芸学校

に着任し，翌２４年１月に初代校長に就任したの

１８ 以上，「工芸図案科概況」（『芸草』第７号，１９３６年
３月）１０９頁。

１９ 以下，東京高等工業学校編『東京高等工業学校一
覧』各年版による。

表４ 大阪市立工芸学校生徒父兄の職業
（人）

年次 分科 商 工 農 庶 その他 合計

１９２４ １８ ２６ ３ ２７ ６ ８０

２５ ４５ ３３ ２ ４９ ２１ １５０

２６ ５３ ４０ ２ ６９ ３８ ２０２

２７ ６８ ６７ ３ ８４ ３２ ２５４

農水産 鉱業 工業 商業 交通業 公務自由業 その他有業者 無職 合計

２８ ４ ５３ ７７ ６ ４２ １３９ ２０ ３４１

２９ ９ ７７ ７２ １２ １５ １３５ １９ ３３９

１９３０ 金属工芸科 ４ ５６ ３５ １ １６ １０ １２２

木材工芸科 ３ ５０ ３１ ３ ２０ １９ １２６

工芸図案科 １ ３７ ３９ ４ ２７ ２４ １３２

計 ８ １４３ １０５ ８ ６３ ５３ ３８０

３１ 金属工芸科 ４ ４８ ４３ ４ ２０ ２ ３ １２４

木材工芸科 ４ ３７ ４４ １０ ２０ ４ １４ １３３

工芸図案科 １ ２３ ６０ ６ ３３ ６ １２ １４１

計 ９ １０８ １４７ ２０ ７３ １２ ２９ ３９８

３２ 金属工芸科 ４ ５４ ４７ １ １７ １１ １３４

木材工芸科 ６ ３８ ５０ ６ ２２ １９ １４１

工芸図案科 ４ ３３ ５０ ８ ２４ ２６ １４５

計 １４ １２５ １４７ １５ ６３ ５６ ４２０

農水産 鉱業・工業 商業 通信・運輸業 公務自由業 その他有業者 無職 合計

３３ ２０ １２０ １３４ ２０ １００ ２ ４１ ４３７

３４ １７ １３９ １３１ ２１ １１３ ４０ ４６１

１９３５ １７ １５５ １１６ １９ １１７ ４９ ４７３

３６ １７ １８３ １０７ ２３ １０５ ５０ ４８５

３７ １３ １８８ １０６ ２１ １０４ ４６ ４７８

３８ １０ ２２３ １１７ ３７ ８０ ２３ ４９０

３９ １１ ２３３ １１８ ４９ ６９ １５ １０ ５０５

１９４０ １３ １１２ １４８ ４０ ５７ １１７ １６ ５０３

４１ １６ １０６ １７４ ３０ ９４ １４２ ２４ ５８６

［出所］ １９２４―３４年：前掲『大阪市学事統計』各年度，１９３５―４１年度：前掲『大阪市学事要覧』各年度。

September 2007 － 7 －戦前・戦中期大阪の工芸学校と職工学校



　

である。

土屋より１年余り遅れて着任した山崎武三郎

によると（表５参照），土屋は「大阪に於ける

工芸教育の真の進み方を樹立されまして，職員

生徒を励ましつゝ一意専心邁進された」のであ

り，「大掃除には自ら雑巾を手にして便所の掃

除をもして居られ」，「工芸の作品に就いては社

会生活に即応する作品でその難易大小を問わず

各々その心魂を打込んだ自己の個性と特徴を充

分発揮したものでなくてはならぬことを」強調

し，「実に温みの深い愛情のこまやかな方で，

職員にも生徒にも一様に我が子の如くいつくし

みをかけ」て学校経営に当たった２０。

表５に示されているように学年進行にとも

なって「教諭」陣２１も充実していった。数年で

退職や他所に転じる教諭は比較的少なく，５年

を超えて大阪市立工芸学校に在職する教諭もそ

れほど珍しくなく，木材工芸科長を務めた南薗

義明の場合は１５カ年を超えた２２。もちろん他校

に転じるケースも多く，１３年以上務めて「図案

教育の為その明晰にして含蓄ある講義と優れた

る御指導とを致され多くの人材を世に送った」

山口正城は１９３９年６月に京都市立第二工業学校

玩具科長に栄転したが，その後任には山城の後

輩である渡辺賢一が着任した。渡辺は東京高等

工芸学校工芸図案科を３２年に卒業した後，東京

で図案業を自営し，その後埼玉県商工技手，広

島県立福山工業学校をへて３９年７月に大阪市立

工芸学校に着任した２３。

１９３０年５月時点の大阪市立工芸学校の教員の

学歴構成をみると，表６の通りであった。専門

学校卒が１６名ともっとも多く，その他さまざま

な学歴の持ち主から構成された。３４年時点の専

門科目担当教員をみた表７によると，専門学校

卒業者は東京高等工業学校，東京高等工芸学

校，東京美術学校，大阪高等工業学校卒業者で

占められていた。また第二代校長の小山幹也，

第三代校長の鈴木直則はいずれも東京高等工業

学校附設工業教員養成所卒業者であった。

（４） 就職状況

〈初職市場〉

大阪市立工芸学校卒業生の卒業直後の就職状

況，すなわち初職市場の動向をみたのが表８で

ある。第１回卒業生の場合，個人商店と個人工

場がほぼ拮抗し，上級学校に進学した者が５名

いた。１９２８年度卒業者では個人工場，２９年度卒

業者では工業会社に就職した者がもっとも多

かった。３０年度以降は区分が変わるが，「工

業・鉱業」関係が突出して多く，次いで「商

業」あるいは「公務自由業」であった。学科別

にみると工芸図案科卒業者の場合，「商業」関

係への就職者が相対的に多かったといえる。

工芸図案科の第１回・第２回卒業者の就職状

況は「商店意匠図案部，製造工場，図案調整

所，百貨店意匠図案部，広告社，印刷会社其他

会社の意匠部等々」といわれ，上級学校では京

都高等工芸学校と東京美術学校などに進学し

た２４。

もう少し具体的に初職市場をみると表９の通

りであった。金属工芸科では電気器具製作所な

どが重要な就職先であり，自営も無視できない

ことが分かる。木材工芸科卒業者では電器製作

２０ 山崎武三郎「土屋校長を偲びて」（前掲『芸草 創
立３０周年記念号』）７―８頁。土屋は１９２９年５月に病
没したが，２４年後の１９５３年９月２７日に同窓会である
大阪工芸会の手によって胸像除幕式が行われ，碑文
には「大阪に於ける工芸教育の先駆者土屋安彦先生
の清廉な風格と無言の温情は幾多の教え子達の胸を
深く打たずにはおかなかった」と記された（「初代校
長土屋安彦先生胸像除幕式」，同上書，７５頁）。

２１ 教員は，教諭，教員嘱託，助教諭，助手，実習教
員に分かれた。

２２ １９４０年６月に「先生は（中略）今回一身上の御都
合で育英界を去られ，産業界第一線で御活躍なさる
事にな」った（「職員異動」『芸草』第１２号，１９４１年
３月，１０７頁）。

２３ 「職 員 異 動」（『芸 草』第１１号，１９４０年５月）９８
頁。なお渡辺は１９５８年４月に図案科科長から大阪市
立工芸高等学校校長に昇進した。

２４ 「工芸図案科概況」（『芸草』創刊号，１９２９年１２
月）７２頁。
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表５ 大阪市立工芸学校「教諭」の異動状況（１９２３～４０年）

氏 名 就 職 辞 職 在任期間 転 任 先
土 屋 安 彦 ２３年２月 ２９年５月 ６年４カ月
高 久 栄 一 ２３年３月 ２８年７月 ５年５カ月
新 谷 勇太郎 ２３年４月 ３２年３月 ９年
杉 山 知多郎 ２３年４月 ２５年１０月 ２年７カ月
市 古 廣 治 ２３年６月 ２５年９月 ２年４カ月
早 田 博 雅 ２４年１月
稲 田 正 一 ２４年３月 ３２年３月 ８年１カ月
山 崎 武三郎 ２４年４月
長谷川 義 隆 ２４年１２月 ３１年７月 ６年８カ月 香川県立工芸学校教諭
宮 澤 均 ２４年１２月
南 薗 義 明 ２４年１２月 ４０年６月 １５年７カ月
三 井 靖 彦 ２５年３月 ４０年３月 １５年１カ月
山 田 外 夫 ２５年４月
和 田 織三郎 ２５年４月
中 野 作次郎 ２５年９月 ３２年３月 ６年７カ月
溝 田 義 道 ２６年３月 ２７年４月 １年２カ月
吉 川 政 治 ２６年４月 ２８年６月 ２年３カ月
荻 沼 政 男 ２６年４月 ３６年３月 １０年 大阪府立西野田職工学校教諭
山 口 正 城 ２６年４月 ３９年６月 １３年３カ月 京都市立第二工業学校教諭
山 口 武 虎 ２６年４月 ２８年４月 ２年１カ月
山千代 重 三 ２６年４月 ４０年４月 １４年１カ月
山 本 春 水 ２６年４月 ３３年１１月 ７年８カ月 鹿児島県立加治木工業学校長
田 中 貞 二 ２７年３月
長 島 象 助 ２７年３月 ４０年４月 １３年２カ月
横 野 憲 夫 ２７年５月
山 本 正 麿 ２８年３月 ３３年５月 ５年３カ月 井上製作所品川分工場主任
渡 辺 喜 三 ２８年８月
宮 本 忠 平 ２８年１１月 ３１年４月 ２年６カ月
小 山 幹 也 ２９年７月 ３２年１１月 ３年５カ月 大阪市立都島工業学校長
菅 原 善 治 ３１年１０月 ３９年６月 ７年９カ月
鈴 木 直 則 ３２年１１月
新 平八郎 ３３年６月 ３３年１２月 ７カ月
吉 田 �次郎 ３３年１２月
中 島 清 ３５年３月 ３６年３月 １年１カ月
三 船 修 ３５年３月 ４０年５月 ５年３カ月 大阪市立都島工業学校教諭
淀 井 敏 夫 ３６年３月 ４０年５月 ４年３カ月
井 上 利 夫 ３６年３月 ４０年３月 ４年１カ月 大阪市立酉島工業学校教諭
上 神 忠 承 ３６年３月
村 田 與 一 ３６年３月
芳 賀 登 ３６年４月
稲 田 実 ３８年３月
丹 羽 正 夫 ３９年２月 ４０年３月 １年２カ月 大阪市立酉島工業学校教諭
渡 辺 賢 一 ３９年７月

［出所］ 大阪市立工芸学校校友会編『芸草』各号より集計。
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所，百貨店，車輌会社，家具装飾店などが多

く，１９３４・３５年度の工芸図案科卒業生も幅広い

分野に進出していることがうかがわれる。

初職市場の動向と密接に関連する制度とし

て，大阪市立工芸学校では基本的に最終学年で

ある第５学年生に対して夏期休暇中に「現業練

習」を実施した。例えば１９３１年度の金属工芸科

では「八月一日より二十日間第五学年生七名は

高尾銅器研究所，矢倉鋳造所，日本アルミニウ

ム製造株式会社，坂本銀器製作所，久保田鉄工

所，及び市電今福車輌工場に於て現業練習を

行」った２５。現業練習制度は必修ではなく，３１

年度生徒は合計１４名であったから半数が外部の

事業所で実習を経験したことになる。３２年度の

金属工芸科の実績は低調であり，「例年夏期休

暇を利用して行ふ現業練習は希望者極めて少な

く」，卒業予定者１９名中３名が実習を行っただ

けであった２６。

しかしこうした状況も１９３４年度を境に金属工

芸科では大きく変化していく。金属工芸科では

同年に卒業予定者２８名のうち１３名が現業練習に

参加し２７，木材工芸科では２７名中７名（２名が

船木家具装飾店，５名が山谷洋家具合資会社で

練習）２８，工芸図案科では３３年３月から４月にか

けて４年生２名が早川金属工業研究所，３４年８

月に５年生９名が吉田鹿之助商店で練習を行っ

た（５年生総数は２５名）２９。

１９３５年度の現業練習の実績は，金属工芸科

（卒業予定者２５名）は日本アルミニューム製造

所４名，南海鉄道株式会社天下茶屋工場２名，

松下電器製作所第六工場３名，同第四工場１

名，造幣局２名（うち１名は３年生），大阪車

輌製造株式会社１名，市電気局福町車輌工場３

名，大阪鍍金工業株式会社１名，合計１６名（３

年生を除く）３０，木材工芸科（卒業予定者２７名）

は日本木管株式会社２名であった３１。３６～３９年

度の現業練習の実績は表１０の通りである。金属

工芸科の場合は卒業予定の５年生のほとんどが

現業練習に参加しているのに対し，３７・３８年度

の木材工芸科卒業予定者は約半数が現業練習を

体験し，両年度の工芸図案科の場合，現業練習

は低調であったが，３９年度には一挙に増加し

た。

昭和恐慌期に低迷した初職市場も景気回復と

ともに活性化し，例えば工芸図案科１９３４年度卒

業生は「その殆んど全部は，卒業と同時に各方

面に就職勤務の予定であ３２」り，木材工芸科３６

年度卒業生の場合も「工芸健児を社会は大歓迎

で採用申込殺到し，就職先選定に苦心の状態

で３３」あり，「採用申込数ノ如キモ三倍以上ニ達

シ３４」た。戦時期になるととくに金属工芸科卒

２５ 「金属工芸科」（『芸草』第４号，１９３３年３月）６４頁。
２６ 「金属工芸科概況」（前掲『芸草』第５号）８１頁。

２７ 「金属工芸科概況」（『芸草』第６号，１９３５年３
月）８８頁。

２８ 「木材工芸科概況」（同上誌）９７頁。
２９ 「工芸図案科概況」（同上誌）１００頁。
３０ 「金属工芸科概況」（前掲『芸草』第７号）１０１頁。
３１ 「木材工芸科概況」（同上誌）１０９頁。
３２ 前掲「工芸図案科概況」１９３４年３月，８８頁。
３３ 「木材工芸科概況」（『芸草』第８号，１９３７年３
月）１０６頁。

３４ 「木材工芸科概況」（『芸草』第９号，１９３８年３
月）１００頁。

表６ 大阪市立工芸学校・大阪府立佐野職工学校・
大阪府立城東職工学校教員の学歴構成（１９３０
年５月）

校 長
東高工・
教員養成所

関西大学
東高工・
教員養成所

帝大・官公立大学選科 １
高等師範 １
臨教 ２ ２ ３
私大 １ １
官公立専門学校 １６ ６ ６
私専 ２ １
文検認可 ５ １ １
小本正中等程度 ２ ５
その他 ６ ６

合 計 ３４ １７ １７

［出所］ 大阪府督学課編『大阪府教育要覧』１９３１
年，６７頁。

（注）� 左欄は工芸，中欄は佐野，右欄は城東。
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業生への求人が殺到し，３７年度卒業生に対して

は「採用申込みも五倍以上に達した３５」。木材工

芸科３８年度卒業生についても「特に軍需関係方

面から多くの採用申込殺到し，その選定に苦心

をした様な状態で３６」あり，木材工芸科３９年度

卒業生も「採用申込は年と共に加はり卒業者数

の数倍に達する現況３７」であった。

戦時期になると初職市場のあり方に大きな影

響を与える諸労働統制が実施された。まず１９３８

年度卒業生に対しては３８年１２月中旬から２８日に

かけて補充授業が実施され，自営および上級学

校進学希望者を除く全員が３９年１月上旬から

「現場実習生」・「現場修業生」として既に就

職の決定している工場に赴いて作業に従事した

ため，５年生に関しては通常の３学期の授業が

省略された形となった３８。続いて３９年度になる

と５年生の現場就業がさらに早まって１１月から

となったため，５年生に対しては７月３０日まで

補充授業が行われた３９。とくに金属工芸科につ

いては，３８年８月公布の「学校卒業者使用制限

令」によって，厚生大臣の指定学科目として機

械科に包含されることになったため，厚生大臣

指定の採用割当に従って１１月から「現場就業

生」として派遣された金属工芸科５年生は派遣

先がそのまま就職先となった４０。指定されてい

３５ 「金属工芸科概要」（『芸草』第１０号，１９３９年３
月）１１０頁。

３６ 「木材工芸科概要」（同上誌）１１３頁。

３７ 「木材工芸科概要」（前掲『芸草』第１１号）９５頁。
３８ 前掲『芸草』第１０号，１０９，１１２，１１６頁。
３９ 前掲『芸草』第１１号，８８，９１頁。
４０ 同上誌，９３頁。

表７ 大阪市立工芸学校の専門科目担当教員（１９３４年）

氏名 担当科目 出身校 卒業年 専攻 卒業直後の就職先
鈴木 直則 校長，修 東京高等工業学校附設工業

教員養成所
１９１２ 機械 愛知県立工業学校

渡邊 喜三 修，図案，工芸史 東京高等工業学校附設工業
教員養成所

１９１１ 工業図案 愛知県立工業学校

早田 博雅 工作法，工具設計，工業経営 大阪高等工業学校 １９０６ 機械 鉄道作業局
吉田�次郎 工芸材料及技法，色彩，図案 東京高等工業学校 １９１７ 工業図案 福沢商店（東京）
宮澤 均 工作法，材料学，図案法 東京美術学校 １９２４ 鋳造 大阪市立工芸学校
長島 象助 工芸材料及技法，特別講義，

絵画
南薗 義明 工作法，実習
山田 外夫 工芸材料及技法，工芸品

学，図案学
東京高等工芸学校 １９２５ 工芸図案 大阪市立工芸学校

菅原 義治 板金実習，鍍金実習
田中 貞二 工芸史，技法講義，絵画 東京美術学校 １９２４ 漆工 大阪市立工芸学校
荻沼 政男 工作機械，室内装飾法，製図 東京高等工芸学校 １９２６ 木材工芸 大阪市立工芸学校
山口 正城 様式沿革，図案学，広告学 東京高等工芸学校 １９２６ 工芸図案 大阪市立工芸学校
矢部 柄夫 工作法，板金実習
中谷 英三 工芸材料及技法，実習
赤松 麟作 絵画（西洋画）
伊藤 幸市 実習（板金）
能守安太郎 板金，実習，図案 東京美術学校 １９１２ 金工

［出所］ 東京美術学校々友会編『東京美術学校卒業生名簿』昭和２年版，１９２７年，中等教科書協会編『中等教育諸学校職員
録』第３１版，１９３４年，堤耕作編『日本技術家総覧』昭和９年版，日刊工業新聞社，１９３４年，東京高等工業学校編『東京高
等工業学校一覧』各年度版，東京高等工芸学校編『東京高等工芸学校一覧』各年度，および大阪高等工業学校編『大阪高
等工業学校一覧』各年度。

（注）� 空欄は不明。
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表８ 年度別大阪市立工芸学校卒業生の進路
（人）

年度 学科別 身分別 自家営業 個人商店 個人工場 商事会社 工業会社 運輸 官公衙 教員 上級学校在学者 その他 合計
１９２７ ２ １１ ９ ６ ３ １ ５ ６ ４３
２８ 金属工芸 ２ ８ ２ １ １ １４

木材工芸 ３ ２ ３ １ ４ ２ ４ １９
工芸図案 １ ２ ９ ３ ３ １ １ ２０
計 ６ ４ ２０ ４ ９ １ ２ １ ６ ５３

２９ 金属工芸 ４ ３ ４ ５ １ １７
木材工芸 ２ １ ３ １０ １ １ １ １９
工芸図案 ３ ４ ２ ２ １ ３ １５
計 ６ ７ １１ １７ １ ４ ２ ３ ５１

農林水産業 工業・鉱業 商業 通信運輸業 公務自由業 雑業 上級学校在学者 未就業者 その他 合計
１９３０ 金属工芸 業 主 １ １９

職 員
労務者 １７ １

木材工芸 業 主 ２ ６ １９
職 員
労務者 １０ １

工芸図案 業 主 １ １ １ １０
職 員
労務者 ４ ３

計 業 主 ３ １ ８ ４８
職 員
労務者 ３１ ３ １ １

３１ 金属工芸 業 主 １ １ １６
職 員 ５
労務者 ８ １

木材工芸 業 主 １ １６
職 員 １
労務者 １３ １

工芸図案 業 主 ２２
職 員 ２
労務者 ５ １０ ５

計 業 主 １ １ １ ５４
職 員 ５ ３
労務者 ２６ １１ １ ５

３２ 金属工芸 １８ １ １９
木材工芸 １４ ２ ５ ２１
工芸図案 ９ ４ １ ６ ２０
計 ４１ ５ １ ６ ２ ５ ６０

３３ 金属工芸 １５ ２ １７
木材工芸 １２ ３ ２ １７
工芸図案 １４ ５ １９
計 ４１ ８ ４ ５３

３４ 金属工芸 ２７ １ ２８
木材工芸 ２２ １ ２ ２ ２７
工芸図案 ２２ ３ ２５
計 ７１ ２ ５ ２ ８０

１９３５ 金属工芸 ２０ ４ １ ２５
木材工芸 ２３ ４ ２７
工芸図案 １５ ８ ４ ２７
計 ５８ １６ ５ ７９

３６ 金属工芸 ２３ １ ２４
木材工芸 ３３ ４ １ １ ３９
工芸図案 ２０ ９ ４ ３３
計 ７６ １３ １ ４ １ １ ９６

３７ 金属工芸 ２４ １ １ ２６
木材工芸 １５ ８ ４ ２７
工芸図案 １０ １４ ４ ２８
計 ４９ ２２ ５ １ ４ ８１

３８ 金属工芸 ２６ １ １ ２８
木材工芸 ２６ ２６
工芸図案 ８ １５ ２ ２５
計 ６０ １５ １ ２ １ ７９

３９ 金属工芸 ３０ ２ ３２
木材工芸 １４ ２ ３ ２ １ ２２
工芸図案 ８ １４ ３ ２ ５ ３２
計 ５２ １６ ６ ６ ６ ８６

１９４０ 金属工芸 １９ ４ ５ ２８
木材工芸 １４ ５ ２ ２ ２３
工芸図案 ９ ７ １１ １ ２８
計 ３３ ９ ５ １１ １１ ８ ２ ７９

［出所］ １９２７―３３年度：前掲『大阪市学事統計』各年度，１９３４―１９４０年度：前掲『大阪市学事要覧』各年度。
（注）� １９３０・３１年度の身分別区分（業主・職員・労務者）は，「農林水産業」から「雑業」までの区分。
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表
９
大
阪
市
立
工
芸
学
校
卒
業
生
の
初
職
市
場

（
人
）

就
職
先

３１
年
度
３２
年
度
３３
年
度
３４
年
度
３５
年
度
３６
年
度
３７
年
度
３８
年
度

就
職
先

３１
年
度
３２
年
度

就
職
先

３３
年
度
３４
年
度
３５
年
度
３７
年
度

就
職
先

３４
年
度
３５
年
度

点
灯
装
具
製
作
所

４
２

１
２

２
工
場

２
６

曲
木
製
造
会
社

１
捺
染
会
社

２
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
鋳
造
所

１
１

１
３

１
３

５
２

会
社

４
１

木
管
製
造
会
社

１
１

紡
織
会
社

３
４

魔
法
瓶
製
作
所

２
商
店

８
７

電
器
製
作
所

３
２

２
３

電
器
製
作
所

５
７

食
器
製
造
所

１
１

２
学
校

１
２

箪
笥
店

１
金
属
器
製
作
所

２
ラ
ヂ
オ
製
作
所

１
１

１
２

上
級
学
校
在
学

１
百
貨
店

３
１

２
５

化
粧
品
製
造
会
社

４
建
築
金
具
製
作
所

１
１

２
１

受
験
準
備
中

１
装
飾
店

３
百
貨
店

４
３

銀
器
製
作
所

１
役
所

１
工
作
所

１
袋
物
店

１
製
鋼
所

１
自
営

２
製
作
所

１
敷
物
商
店

２
製
鉄
所

１
死
亡

１
車
輌
会
社

６
４

図
案
所

１
模
型
製
作
所

１
１

合
計

１６
２１

無
線
会
社

４
広
告
取
次
会
社

１
マ
ー
ク
製
作
所

１
造
船
会
社

１
会
社
・
商
店

２
電
気
器
具
製
作
所

３
５

５
６

６
３

建
築
会
社

１
上
級
学
校
受
験
準
備
中

２
３

船
具
製
作
所

２
工
場

１
官
庁

２
衡
器
製
造
所

１
洋
家
具
店・
家
具
製
作
工
場

２
１

自
営

１
３

調
帯
製
造
所

１
家
具
装
飾
店

１０
２

合
計

２５
２７

暖
房
装
具
製
作
所・
暖
冷
房
装
置
製
造
所

１
１

１
加
工
会
社

１
輸
送
機
製
作
所

１
塗
料
製
造
会
社

２
宝
飾
店

１
商
会

１
鍍
金
所

１
漆
器
商
店

１
計
器
製
作
所

１
敷
物
商
店

１
金
属
塗
装
工
場

１
楽
器
製
造
会
社

２
造
船
所

１
金
属
工
業
株
式
会
社

１
鉄
工
所

１
２

飛
行
機
製
作
所

１
機
械
製
作
会
社

２
鋼
管
家
具
製
作
所

１
発
動
機
製
作
会
社

４
鉄
工
所

１
鉄
道
工
場

１
公
衙

１
車
輌
製
造
会
社

３
２

１
陸
軍
造
兵
廠

２
航
空
機
製
作
会
社

２
３

上
級
学
校
在
学
中

１
２

自
動
車
製
造
工
場

１
２

２
上
級
学
校
入
学
準
備
中

２
３

文
具
製
造
工
場
・
ペ
ン
先
製
造
所

１
１

２
５

病
気
療
養
中

２
理
髪
器
具
製
造
会
社

１
死
亡

１
鋳
物
機
械
製
造
所

１
自
営

２
５

２
１

鋳
金
所
・
美
術
鋳
金
所

１
１

合
計

１７
２７

２７
２７

押
物
工
場

１
紡
績
金
具
製
造
所

１
シ
ョ
ベ
ル
製
造
所

１
百
貨
店

１
官
公
署

１
造
幣
局

１
１

１
入
学
準
備

２
２

１
上
級
学
校
入
学

１
１

そ
の
他

５
自
営

１
１

２
８

４
４

４
４

合
計

１４
１８

１７
２８

２５
２４

２６
２６

［
出
所
］

大
阪
市
立
工
芸
学
校
校
友
会
編
『
芸
草
』
各
号
。

（
注
）
�

左
欄
は
金
属
工
芸
科
，
中
欄
は
木
材
工
芸
科
，
右
２
欄
は
工
芸
図
案
科
。
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ない木材工芸科５年生も工芸図案科５年生も実

質的には金属工芸科となんら変わらず，木材工

芸科は「十一月中旬より現場練習生として実業

に就き，各方面で貴き体験を積みつゝあった

が，卒業後も大体同所にて活躍して４１」おり，

工芸図案科の場合も「夏期休暇中第三期の授業

を受けしめ十一月十一日よりその大多数は現場

修業生として卒業後就職決定先に於て夫々活

４１ 「木材工芸科概況」（前掲『芸草』第１２号）１０６頁。

表１０ 現業練習先一覧
（人）

１９３６年度 １９３７年度 １９３８年度 １９３９年度

練 習 先 人数 練 習 先 人数 練 習 先 人数 練 習 先 人数

日本アルミニューム製造所 １１ 日本アルミニューム製造所 ８ 中島機械製作所 ２ 東洋可鍛鋳工所 １０

造幣局 ４ 造幣局 ２ 造幣局 ２ 松下電器 ７

松下電器産業 ６ 津山商店 １ 大阪車体製造 ２ 早川金属工業 ３

日本ペン先 １ 早川金属工業研究所 ３ 草場計器製作所 ３ 協和製作所 ２

南海鉄道 １ 日本ペン先 ２ 金田鉄工所 １ プラトン文具製作所 ２

三好アルミニューム製造所 １ 高田アルミニューム製造所 ３ プラトン文具 １ 大阪車体製造 ２

合 計 ２４ 中田造船所 １ 松下電器産業 ４ 北中製作所 ２

卒業予定者 ２４ 工業奨励館 １ 梅鉢車輌 ４ 大國芸術鋳金所 １

中原家具装飾店 ２ 朝日照明 １ 都ギルフオーラー商工所 １ 遠禽松太郎製作所 １

船木家具装飾店 ５ 合 計 ２２ 合 計 ２０ 山田友鉄工所 １

長瀧家具装飾店 １ 卒業予定者 ２６ 卒業予定者 ２８ 合 計 ３１

日本曲木工業 ２ 岡田商店 ２ 梅鉢車輌 ３ 卒業予定者 ３２

山崎家具装飾店 １ 大阪清水製作所 ２ 大丸家具製作所 ３ 十合百貨店 ６

市電気局扇町工場 ３ 中原家具装飾店 ２ 中原家具装飾店 １ 松阪屋百貨店 １０

三村家具装飾店 １ 大丸家具製作所工場 ２ 島野三秋 １ 阪急百貨店 ５

高川藤家具製作所 ２ 早川金属工業研究所 ６ 船木家具装飾店 ２ 松下電器産業 ３

南海天下茶屋工場 １ 合 計 １４ 日本曲木工業 ２ 宣伝社 ２

富士建築工芸 ２ 卒業予定者 ２７ 山崎商店 １ 大阪毎日新聞社 １

松下電熱 ３ 早川金属工業研究所 １ 合 計 １３ 商工省工芸指導所大阪支所 １

松下無線 １１ 日本アルマイト工業 １ 卒業予定者 ２６ 合 計 ２８

合 計 ３４ 津山硝子店 ２ 旭広告 ２ 卒業予定者 ３２

卒業予定者 ３９ 合 計 ４ 松下電器産業 ３

松下電器産業 ７ 卒業予定者 ２８ 合 計 ５

夕刊大阪新聞社 ５ 卒業予定者 ２５

住江織物 ２

宝塚劇場 １

合 計 １５

卒業予定者 ３３

［出所］ 大阪市立工芸学校校友会編『芸草』第８号，１９３７年３月，１０２，１０７，１１０頁，第９号，１９３８年３月，
９７，１０１，１０６頁，第１０号，１９３９年３月，１１０，１１３―１１４，１１７頁，第１１号，１９４０年５月，９１―９２，９８頁。

（注）� 各年度とも上段は金属工芸科，中段は木材工芸科，下段は工芸図案科。ただし，３９年度は上段は金属
工芸科，下段は工芸図案科。
� ３年生，４年生の練習は除く。
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躍４２」したのである。

戦時体制が深まった１９４０年の夏期休暇中に

は，例年実施されていた現業練習が受け入れ側

の繁忙のため実施されなかった４３。しかし５年

生を１１月から就業させる方式には批判もあった

ようである。工芸図案科４０年度卒業生について

は，「昨年の如く学年半ばにして，現場修業生

として職場に送る制度は改められ，学校に於て

鋭意修学し４４」た。しかしこの修正も１年しか

続かなかった。つまり４１年度卒業生について

は，太平洋戦争開戦直後に３カ月の繰り上げ卒

業，４１年１２月卒業が実施されたからである。

最後に１９３９年度卒業生の就職先をみると表１１

の通りであった。かつての「金属工芸」・「木

材工芸」関係の中小工場・商店は姿を消し，人

為的な採用割当の結果，就職先には代表的な軍

需会社が並ぶようになった。木材工芸科での百

貨店関係が数年前のなごりをとどめていると

いった状態であった。こうしたなかで卒業生９

名を商店に送り出していた工芸図案科は時代の

要請にいかに応えるかがしだいに大きな課題と

なりつつあった。

〈移動状況〉

次に大阪市立工芸学校卒業生の就職後の移動

状況についてみてみよう。表１２にあるように昭

和恐慌期をはさんだ労働市場の低迷期にもかか

わらず，卒業生の移動が一定程度継続していた

ことが分かる。もちろん勤務先の業績不振に

よって移動を余儀なくされるケースもあったも

のと思われるが，より満足のいく職場を探して

の自主的な移動も数多く含まれていたのであ

る。

続いて表１３から工芸図案科卒業生の就職先の

ストック値をみると，３６年度末では会社，自

営，商店，工場の順であったが，戦時期の３９年

度末になると入営其他が一挙に増え，自営が大

４２ 「工芸図案科概要」（前掲『芸草』第１１号）９７頁。
４３ 「金属工芸科概要」（前掲『芸草』第１２号）１０４頁。
４４ 「工芸図案科概要」（同上誌）１０９頁。

表１１ １９３９年度卒業生の就職先

就職先 人数
満州工作機械㈱ ２
大阪大学産業科学研究所 １
㈱大阪鉄工所 ３
愛知時計電機㈱ ３
㈱三菱重工業名古屋発動機製作所 １
滝澤鉄工所 ２
立川飛行機㈱ １
汽車製造㈱大阪支店 ２
松下電器産業㈱ １
帝国製鋲㈱ １
華北交通㈱ １
㈱日本アルミニューム製造所 １
川西航空機㈱ １
トヨダ自動車工業㈱ １
陸軍砲兵工廠 ２
昭和金属工業㈱ １
大阪府工業奨励館 １
梅鉢車輌㈱ １
�井澤鉄砲製造所 １
延原製作所 １
自営 ２
上級学校 ２

小 計 ３２
㈱川崎造船所 ２
㈱大阪鉄工所 ２
福田軽飛行機㈱ ２
梅鉢車輌㈱ ２
中原家具装飾店 ２
松下電器産業㈱ １
早川金属工業㈱ １
南満州鉄道㈱ １
陸軍造兵廠大阪工廠 １
㈱阪急百貨店 １
㈱高島屋 １
自営 ３
上級学校志望 ３

小 計 ２２
会社 ８
工場 ４
百貨店 ４
商店 ９
官衙学校 ２
上級学校志望 ５

小 計 ３２

［出所］ 「木材工芸科概要」（前掲『芸草』第１１
号）９５頁，「工芸図案科概要」（同上誌）９７
頁，および「金属工芸科概要」（『芸草』第
１２号，１９４１年３月）１０４頁。

（注）� 上段は金属工芸科，中段は木材工芸科，
下段は工芸図案科。
� 木材工芸科・工芸図案科は就職決定先。
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表
１２

大
阪
市
立
工
芸
学
校
卒
業
生
の
移
動
状
況

１９
２８
年
３
月

卒
業
者

１９
２９
年
６
月

１９
３０
年
１０
月

１９
３１
年
１０
月

１９
３３
年

１９
２９
年
３
月

卒
業
者

１９
２９
年
６
月

１９
３０
年
１０
月

１９
３１
年
１０
月

１９
３３
年

１９
３０
年
３
月

卒
業
者

１９
３０
年
１０
月

１９
３１
年
１０
月

１９
３３
年

金
属
工
芸

Ａ
Ａ

東
京
遊
学
中

近
衛
野
砲
二
中
隊

鬼
頭
コ
ン
ク
リ
ー
ヴ
工
業
所
自
営

金
属
工
芸

Ｂ
Ｒ

日
本
伸
銅

○
○

自
営

金
属
工
芸

Ｄ
Ｓ

服
部
時
計
店

山
縣
製
缶
工
場

京
都
絵
画
専
門
学
校

Ａ
Ｂ

篠
山
歩
兵
七
十
連
隊

東
京
ネ
オ
ン
㈱
大
阪
支
店
仁
丹
本
舗

Ｂ
Ｓ

日
本
伸
銅

○
○

○
Ｄ
Ｔ

菅
尾
時
計
店

○
○

Ａ
Ｃ

青
柳
染
工
場

歩
兵
第３
７連
隊
入
営
中
青
木
染
工
場

Ｂ
Ｔ

大
国
美
術
鋳
金
所
○

○
○

Ｄ
Ｕ

自
営

○
○

Ａ
Ｄ

日
本
錫
工
業
会
社
入
戸
野
金
属
品
工
場
朝
日
工
業
社

Ｂ
Ｕ

自
営

○
○

日
本
灯
具
製
作
所

Ｄ
Ｖ

大
国
美
術
鋳
金
所
○

○
Ａ
Ｅ

大
阪
工
業
専
修
学
校
高
等
科
安
積
電
機
製
作
所
自
営

Ｂ
Ｖ

大
阪
造
幣
局

○
○

○
Ｄ
Ｗ

造
幣
局

○
○

Ａ
Ｆ

富
士
製
紙
神
崎
設
計
部
関
西
大
学

日
本
大
学

Ｂ
Ｗ

今
村
ア
ト
リ
エ

○
○

自
営

Ｄ
Ｘ

松
木
鋳
金
所

精
美
工
業
所

Ａ
Ｇ

春
美
図
案
所

自
営

Ｂ
Ｘ

今
村
鋳
金
所

○
○

大
阪
府
工
業
奨
励
館

Ｄ
Ｙ

松
村
銀
器
店

○
Ａ
Ｈ

自
営

○
○

○
Ｂ
Ｙ

専
修
大
学

○
日
本
大
学

○
Ｄ
Ｚ

日
本
伸
銅
会
社

○
○

Ａ
Ｉ

軽
合
金
工
業
�

山
縣
製
缶
工
場

自
営

Ｂ
Ｚ

軽
合
金
工
業
�

自
営

○
Ｅ
Ａ

田
村
硝
子
製
造
所

横
田
石
膏
模
型
製
作
所
宇
治
田
軽
銀
鋳
物
工
場

Ａ
Ｊ

自
営

蓼
沼
工
場

○
○

Ｃ
Ａ

自
営

○
○

○
Ｅ
Ｂ

久
米
源
商
店

歩
兵
第
２１
連
隊

自
営

Ａ
Ｋ

東
京
美
術
学
校

自
営

高
尾
銅
器
�

（
大
連
）

Ｃ
Ｂ

友
部
鋳
金
所

今
村
鋳
金
所

○
○

Ｅ
Ｃ

ダ
ツ
ト
自
動
車
製
造
○

日
本
工
業
新
聞
社

木
材
工
芸

Ａ
Ｌ

自
営

小
西
洋
家
具
店

小
西
音
室
内
装
飾
店
自
営

Ｃ
Ｃ

自
営

大
阪
模
型
製
作
所
○

造
幣
局

Ｅ
Ｄ

北
中
製
作
所

○
○

Ａ
Ｍ

尾
張
屋
装
飾
店

○
多
美
屋
装
飾
店

長
滝
室
内
装
飾
店

Ｃ
Ｄ

大
日
本
セ
ル
ロ
イ
ド
㈱
○

○
Ｅ
Ｅ

日
本
伸
銅
会
社

大
阪
市
水
道
部

○
Ａ
Ｎ

松
阪
屋
配
達
所

○
○

Ｃ
Ｅ

亀
文
堂

○
○

河
村
鋳
造
所

Ｅ
Ｆ

プ
ラ
ト
ン
文
具
会
社
○

○
Ａ
Ｏ

前
田
商
店

○
前
田
写
真
機
製
作
所
自
営

木
材
工
芸

Ｃ
Ｆ

市
立
工
芸

○
依
羅
尋
常
高
等
小
学
校
○

Ｅ
Ｇ

森
本
鉄
工
所

○
○

Ａ
Ｐ

大
丸
家
具
設
計
部
○

○
○

Ｃ
Ｇ

二
葉
屋

入
営
中

姫
路
憲
兵
隊

Ｅ
Ｈ

友
部
鋳
工
所

自
営

○
Ａ
Ｑ

清
水
製
作
所

○
○

○
Ｃ
Ｈ

京
都
高
等
工
芸
学
校
○

三
好
硝
子
製
造
所

Ｅ
Ｉ

自
営

○
○

Ａ
Ｒ

自
営

○
Ｃ
Ｉ

松
原
木
工
所

都
島
第
二
小
学
校
○

渡
米

木
材
工
芸

Ｅ
Ｊ

入
学
準
備

長
滝
室
内
装
飾
店
○

Ａ
Ｓ

横
浜
高
等
工
業
学
校
建
築
科
○

大
阪
市
立
育
英
商
工
学
校
○

Ｃ
Ｊ

山
谷
工
場

○
岩
井
箪
笥
店

○
Ｅ
Ｋ

宝
塚
歌
劇
学
校
背
景
部
自
営

○
Ａ
Ｔ

荒
川
洋
家
具
店

朝
鮮
守
備
隊

○
自
営

Ｃ
Ｋ

大
林
組

○
○

自
営

Ｅ
Ｌ

藤
永
田
造
船
所

○
○

Ａ
Ｕ

白
木
屋
呉
服
店
家
具
部
多
美
屋
装
飾
店

自
営

鷺
洲
第
三
尋
常
小
学
校

Ｃ
Ｌ

松
原
木
工
所

中
央
郵
便
局

○
○

Ｅ
Ｍ

大
林
組
工
作
所

○
○

Ａ
Ｖ

南
米
ブ
ラ
ジ
ル

○
○

○
Ｃ
Ｍ

白
木
屋

○
○

○
Ｅ
Ｎ

中
原
元
之
助
洋
家
具
店
○

自
営

Ａ
Ｗ

大
林
組

○
○

内
外
木
材
工
芸
㈱

Ｃ
Ｎ

大
林
組
工
作
所

○
○

入
営
中

Ｅ
Ｏ

堺
市
大
阪
刑
務
所
○

○
Ａ
Ｘ

大
阪
府
女
子
師
範
学
校
廣
教
小
学
校

○
○

Ｃ
Ｏ

大
林
組
工
作
所

○
○

内
外
木
材
工
芸
㈱

Ｅ
Ｐ

日
本
大
学
専
門
部
○

○
Ａ
Ｙ

三
越
家
具
部

○
○

○
Ｃ
Ｐ

大
林
組
工
作
所

○
○

自
営

Ｅ
Ｑ

日
本
曲
木
工
業
会
社

○
Ａ
Ｚ

自
営

○
奈良
電信
電話
技術
官駐
在所

Ｃ
Ｑ

同
志
社
大
学
予
科
同
志
社
大
学
英
文
科

Ｅ
Ｒ

自
営

○
○

Ｂ
Ａ

尾
張
屋
装
飾
店

○
○

自
営

Ｃ
Ｒ

滋
賀
県
立
農
学
校
○

○
母
校
木
材
工
芸
科

Ｅ
Ｓ

船
木
装
飾
店

○
岩
井
箪
笥
店

Ｂ
Ｂ

東
京
美
術
学
校

○
○

Ｃ
Ｓ

大
阪
府
女
子
師
範
学
校
○

大
阪
薬
学
専
門
学
校

Ｅ
Ｔ

山
谷
洋
家
具
�

○
日
本
曲
木
工
業
会
社

Ｂ
Ｃ

高
島
屋
宣
伝
部

○
○

○
Ｃ
Ｔ

関
西
学
院
文
学
部
自
営

Ｅ
Ｕ

宝
塚
歌
劇
学
校
背
景
部
○

○
工
芸
図
案

Ｂ
Ｄ

立
命
館
大
学

○
自
営

Ｃ
Ｕ

自
営

○
○

○
Ｅ
Ｖ

岡山
県津
山市
立工
芸専
修学
校
○

Ｂ
Ｅ

自
営

プ
ロ
セ
ス
印
刷
�
自
営

○
Ｃ
Ｖ

自
営

大
林
組

○
死
亡

Ｅ
Ｗ

自
営

大
阪
タ
ン
ス
㈱

加
藤
家
具
製
造
所

Ｂ
Ｆ

洋
画
研
究
中

自
営

○
Ｃ
Ｗ

自
営

井
川
家
具
店

○
○

Ｅ
Ｘ

日
本
曲
木
工
業
会
社
○

○
Ｂ
Ｇ

十
合
呉
服
店
意
匠
部
○

○
Ｃ
Ｘ

自
営

○
○

○
Ｅ
Ｙ

大
阪
軌
道
小
阪
車
輌
部
○

○
Ｂ
Ｈ

田
村
駒
商
店
図
案
部
○

○
自
営

工
芸
図
案

Ｃ
Ｙ

日
本
ペ
イ
ン
ト
㈱
○

○
Ｅ
Ｚ

赤
二
木
工
所

奈
良
刑
務
所
作
業
部

○
Ｂ
Ｉ

大
阪
市
立
徳
風
勤
労
小
学
校
○

○
Ｃ
Ｚ

蛭
川
芳
雲
図
案
所
○

○
自
営

Ｆ
Ａ

自
営

○
○

Ｂ
Ｊ

自
営

春
美
ス
タ
ジ
オ
経
営
春
美
図
案
社

○
Ｄ
Ａ

京
都
高
等
工
芸
学
校
○

○
県
立
加
治
木
工
業
学
校

Ｆ
Ｂ

山
谷
洋
家
具
�

前
田
写
真
機
製
作
所
○

Ｂ
Ｋ

東
京
ネ
オ
ン
㈱

○
南
海
高
島
屋
宣
伝
部

Ｄ
Ｂ

多
田
図
案
所

花
房
一
男
図
案
所
日
東
広
告
工
業
㈱
工
芸
図
案

Ｆ
Ｃ

尼
崎
琺
瑯
鉄
器
製
作
所
＊

木
山
標
記
本
店

Ｂ
Ｌ

上
村
図
案
所

○
自
営

Ｄ
Ｃ

関
西
高
等
工
学
校
○

大
阪
市
役
所

Ｆ
Ｄ

京
都
高
等
工
芸
学
校
＊

鐘
淵
紡
績
㈱

Ｂ
Ｍ

日
東
印
刷
㈱

○
十
合
呉
服
店
意
匠
部

Ｄ
Ｄ

大
阪
松
坂
屋
意
匠
部
○

○
○

Ｆ
Ｅ

大
日
本
セ
ル
ロ
イ
ド
＊

○
Ｂ
Ｎ

東
京
美
術
学
校

○
○

○
Ｄ
Ｅ

石
川
呉
服
店

杉
原
良
造（
住
込
）
○

Ｆ
Ｆ

大
日
本
セ
ル
ロ
イ
ド
＊

商
工
社

Ｂ
Ｏ

山
城
屋
本
店

○
○

Ｄ
Ｆ

浮
田
電
気
営
業
所

佐
藤
仙
十
郎
商
店
工
業
部
○

自
営

Ｆ
Ｇ

木
山
標
記
本
店

＊
大
阪
府
立
貿
易
館

Ｂ
Ｐ

自
営

歩
兵
第
八
連
隊

自
営

花
十
三
手
芸
研
究
室

Ｄ
Ｇ

藤
岡
図
案
所

○
山
本
最
商
店

Ｆ
Ｈ

大
阪
府
立
貿
易
館
＊

高
槻
工
兵
隊

Ｂ
Ｑ

自
営

自
営

○
Ｄ
Ｈ

東
京
ネ
オ
ン
㈱

第４
師
団
歩
兵
第３
７連
隊
山
城
屋
本
店

Ｆ
Ｉ

大
阪
府
工
務
課

＊
大
阪
府
立
工
業
奨
励
館

［
出
所
］
「
卒
業
生
現
状
（
同
窓
会
名
簿
）」
昭
和
四
年
六
月
調
（『
芸
草
』
創
刊
号
，
１９
２９
年
１２

月
）
１１
９
―１
２２
頁
，「
卒
業
生
現
状
（
同
窓
会
名
簿
）」
昭
和
五
年
十
月
調
（『
芸
草
』
第
２

号
，
１９
３０
年
１２
月
）
１３
６
―１
４１
頁
，「
卒
業
生
現
状
（
同
窓
会
名
簿
）」
昭
和
六
年
十
月
調

（『
芸
草
』
第
３
号
，
１９
３１
年
１２
月
）
１３
２
―１
４２
頁
，「
同
窓
会
名
簿
」（
『
芸
草
』
第
５

号
，
１９
３４
年
３
月
）
１２
３
―１
３２
頁
。

（
注
）
�
＊
印
は
，
原
資
料
の
ペ
ー
ジ
破
損
に
よ
り
不
明
。

�
○
印
は
，
左
欄
と
同
じ
勤
務
先
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

Ｄ
Ｉ

住
江
織
物

○
○

○
Ｆ
Ｊ

松
竹
座
図
案
部

＊
自
営

Ｄ
Ｊ

和
歌
山
歩
兵
６１
連
隊
高
橋
図
案
所

矢
島
ス
タ
ヂ
オ

Ｆ
Ｋ

京
都
市
西
村
総
右
衛
門
＊

自
営

Ｄ
Ｋ

朝
鮮

朝
鮮
長
谷
電
化
装
飾
事
務
所
○

○
Ｆ
Ｌ

大
阪
府
立
貿
易
館
＊

沖縄
県立
物産
販売
大阪
斡旋
所

Ｄ
Ｌ

千
伝
社

○
○

Ｆ
Ｍ

富
民
協
会

＊
国
民
工
藝
社

Ｄ
Ｍ

伊
藤
万
商
店

○
○

Ｆ
Ｎ

木
山
標
記
本
店

＊
○

Ｄ
Ｎ

尼崎
琺瑯
鉄器
製作
所看
板意
匠部
○

＊
自
営

Ｆ
Ｏ

自
営

＊
○

Ｄ
Ｏ

千
伝
社

○
＊

自
営

Ｆ
Ｐ

土
井
�

＊
小
山
新
三
郎
図
案
所

Ｄ
Ｐ

洋
画
研
究
中

＊
大
阪
市
立
衛
生
試
験
所

Ｆ
Ｑ

吉
田
硝
子
製
造
所
＊

○
Ｄ
Ｑ

伊
藤
軍
需
品
㈱

○
＊

○
Ｄ
Ｒ

玉
置
袋
物
店

○
＊

○
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きく減少しているのが印象的である。

２．大阪府立佐野職工学校

（１） 略 史

１９０９年に泉南郡の篤志家である寺田利吉が私

財１０万円を同郡に寄付した。泉南郡では寄付金

のうち４万円を使って郡立泉南実業学校の校舎

を建築し，残金６万円を基本財産として管理し

た。２２年１２月に同校の府立移管（移管と同時に

校名を府立泉南農学校と改称）および６万円の

府の特別会計への移管が決定されたが，府立泉

南農学校への入学希望者が漸減したため，「同

地方が所謂泉州織物を産出する機業地たるに鑑

み，地方色を帯びたる工業学校に改むるの案」

が提出され，２３年の通常郡部会で可決された４５。

その結果，表１４に示されているように１９２５年

４月に大阪府立泉南農学校の校舎の一部を使用

して，第３番目の府立職工学校として大阪府立

佐野職工学校が開校した４６。定員は紡織科３５

名，機械科３５名の合計７０名であり，修業年限は

３カ年，入学資格は尋常小学校卒業であっ

た４７。当初の校長事務取扱には府立今宮職工学

校長の佐藤秀也が就任し，２６年７月に小山平治

が初代校長に就任した。設立当初は運動場もな

かった佐野職工学校であったが，３２年１２月に改

築案が府会を通過し，佐野町から５０００坪の敷地

が提供された。３４年９月の室戸台風によって紡

織工場と機械工場が大きな被害を受けたが，３５

年３月には新校舎が竣工した。

１９３６年３月には第二代校長に山田庸が就任

し，翌４月には高級科が設置された４８。日中戦

争が始まった直後の３７年８月には機械工不足に

対応して機械科第二部が開設され，中学校卒業

生を６カ月で速成教育した。４１年３月には専修

科（１年制）が設置され，旋工科，仕上科，製

図科の３科がおかれ，翌４月には校名が大阪府

立佐野工業学校と改められた。続いて４２年３月

に機械科第二部が廃止され，翌４月には第２本

科（機械科）と専修科（機械科）が開設され，

１０月には工業技術訓練所も開設された。４４年３

月には夜間の第二工業学校が設置されたが，機

械科定員８０名を第一次募集で確保できず，５月

に第二次募集を行って定員を満たし，また同月

には第三代校長として諸熊壮一が着任した。４５

年に入ると第二工業学校生徒の登校は月３回と

決定され，灯火管制の関係から授業が昼間に実

施されることもあった。

戦後になると１９４７年３月に第二本科と専修科

が廃止され，４８年４月には新制高校である大阪

府立佐野工業高等学校となり，同年９月には定

時制も発足した。

４５ 以上，大阪府内務部編『大阪府会史』第三編，下
巻，１９３３年，１１００―１１０１頁による。

４６ 以下，大阪府立佐野工業高等学校編『佐野工六十
年史』１９８５年，９―２０頁，および創立８０周年記念誌編
集委員会編『佐野工八十年史』大阪府立佐野工科高
等学校，２００５年，１６―２５頁による。

４７ 大阪府産業教育９０年記念会編『大阪府産業教育９０
年記念誌』１９７５年，２１７頁。

４８ 佐野職工学校および後述の城東職工学校への高級
科設置希望は，早くも１９３１年の通常大阪府会で出さ
れ，３４年の通常大阪府会でもふたたび学務部審査委
員長から設置希望が提出されていた（大阪府会史編
纂委員会編『大阪府会史』第四編上巻，１９５７年，
１７０，４６９頁）。

表１３ 工芸図案科卒業生の就職先
（人）

就職先 ３６年度末 ３９年度末

会社 ６８ ７４
工場 ２１ ４５
百貨店 １５ １５
商店 ２９ ３５
官衙学校 １８ ２０
自営 ３６ １１
上級学校在学 ２ １１
入営其他 ９ ６１

合計 １９８ ２７２

［出所］ 「工芸図案科概要」（前掲『芸草』第９
号）１０５頁，および「工芸図案科概要」（前
掲『芸草』第１２号）１０８頁。

September 2007 － 17 －戦前・戦中期大阪の工芸学校と職工学校



　

表１４ 大阪府立佐野職工学校・城東職工学校の歩み

年月 事 項
１９２５年４月 大阪府立佐野職工学校，泉南農学校の校舎の一部を使用して開校。定員紡織科３５名，機械科３５

名，修業年限３年。
２６年７月 小山平治，初代校長に就任。
２８年３月 第１回卒業式挙行。
３２年５月 同窓会発足。
３５年７月 新校舎に移転。
３６年３月 山田庸，第二代校長に就任。

４月 高級科を設置。
３７年８月 機械科第二部を開設。中学卒業生を６ヶ月間で速成教育する。
３８年３月 高級科第１回卒業生を送り出す。
４１年３月 専修科（１年制）を設置，設置科は旋工科，仕上科，製図科。

４月 校名を大阪府立佐野工業学校と改称。
４２年３月 機械科第二部を廃止。

４月 第二本科（機械科）を開設，専修科（機械科）を開設。
４４年３月 第二工業学校設置。

５月 諸熊壮一，第三代校長に就任。
１０月 養成科を設置。

年月 事 項
１９２９年４月 大阪府立城東職工学校開校。定員：電気科５０名，機械科５０名。就業年限３年，

入学資格：尋常小学校卒業。夏目寿一，初代校長に就任。
１１月 新校舎に移転。

３１年４月 校友会を組織，校友会誌を創刊。
３２年３月 第１回卒業式挙行。

８月 現業実習を実施。夏期休暇期間２０日間，生徒を久保田鉄工所その他工場に分散派遣
１０月 同窓会発足。

３５年４月 同窓会主催のもと，「電気主任技術者資格試験合格期成講習会」を開催。
３７年２月 村田喜一郎，第二代校長に就任。

３月 高級科設置認可。定員電気科６０名，機械科８０名。
第二本科設置認可。入学資格・修業年限は本科と同じ。定員：電気科５０名，機械科５０名。
本科に計器科（定員４０名）新設。
第二高級科設置認可。入学資格・修業年限・課程は高級科と同じ。
専修科設置認可。修業年限１年，入学資格：高等小学校卒業，電気科，定員は若干名。

１０月 第二部設置認可。修業年限１年，入学資格：中学校・商業学校修了，定員は電気科３０名，機械科
１０名。

３８年３月 高級科計器科設置認可。
４月 同窓会誌創刊。

４０年２月 電気主任技術者，第３種の認可を受ける。
４１年６月 畑中覚造，第三代校長に就任。

９月 校名を大阪府立城東工業学校と改称。
１２月 初の繰り上げ卒業式を挙行。

４３年２月 勤労動員，高級科２年機械科生徒，ダイハツ工業株式会社大仁工場および池田工場に入所。
４月 新中等学校令制定により４年制の工業学校となる。

４４年４月 第二工業学校併設。修業年限４年の夜間工業学校，入学資格は高等小学校卒業，設置課程：電気
通信科と機械科。

５月 通年勤労動員発令。
４５年３月 工業学校第１回の卒業式。

［出所］ 大西一男編『城工４０年 創立４０周年記念誌』大阪府立城東工業高等学校，１９７０年，８―７２頁，および
大阪府立佐野工業高等学校編『佐野工六十年史』，１９８５年，９―１９頁。

（注）� 上段は大阪府立佐野職工学校，下段は大阪府立城東職工学校。
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（２） 入学と卒業の状況

表１５に示されているように設立当初は１．６

倍，翌年は１．２倍だった入学倍率は１９２７～２９年

度には２倍を突破したものの，昭和恐慌期にふ

たたび低下し，佐野職工学校の入学倍率が上昇

に転じるのは３３年度以降であり，３５年度は４．４

倍の高倍率を記録した。佐野職工学校と市立工

芸学校を比較すると（前掲表３参照），３３年度

以降は一貫して前者が後者を上回った。

しかし農村部に設置された佐野職工学校が地

域社会から認知されるまでにはしばらくの時間

がかかった。１９２６年４月に入学したある生徒の

場合，「私も含めて岸中へ五人行く予定でした

が，五人とも職工学校に変わりましてね。その

中の二人が家族から『職工学校へ行くと，うち

は恥ずかしいからやめなさい』と言われて家族

争議が起こりましたが本人は，『おじいさんや

お父さんが学校へ行くのではなく自分が行くの

や』ということで五人受験し三人合格しまし

た４９」といった状況であった。

表１６には卒業後の進路が示されているが，佐

野職工学校の場合，上級学校進学者も比較的少

なく，ほとんどが「履修セル実業」に従事し，

官公署に勤務したり，教員になったりする者も

いなかった。卒業後の処遇については，以下の

指摘が興味深い。１９２９年３月に卒業した卒業生

は，「私ら職工学校を卒業して入社しましたら

準社員でした。準社員は責任者でした。工場の

人とは違い表門をそのまま通り工務室へ直行で

す。工場長の前の出勤簿に印を押せばいいので

す。その後三，四年しましたら後輩がどんどん

入社してきましたので，皆を社員にしてたら社

員ばかりになってしまいますので，なくなりま

した。私は運がよかったのです５０」と回顧して

おり，佐野職工学校卒業生数の増加につれてそ

の処遇が相対的に低下したことを物語ってい

た。その意味で３６年度の高級科の設置，甲種実

業学校への昇格は，佐野職工学校にとって社会

的評価を挽回する方策でもあったといえる。

（３） 教育内容と教員層の動向

表１７にあるように佐野職工学校の教育内容の

最大の特徴は実習時間の多さにあった。各学年

とも毎週教授時間は４０時間であったが，機械

科・紡織科ともその約半分の１９時間が実習時間

に当てられていた。この実数時間の多さは西野

田・今宮職工学校以来の大阪の府立職工学校の

伝統であった５１。

次に判明する限りで専門科目担当教員の学

４９ 前掲『佐野工六十年史』，４９頁。
５０ 同上書，５０頁。
５１ 阿部巽「工業学校を紹介する－産業視学の提
唱－」（『教育』第４巻第９号，１９３６年９月）３７頁。

表１５ 大阪府立佐野・城東職工学校の入学者数
（人）

年度 佐野 城東

志願
者数

入学
者数

入学
倍率

志願
者数

入学
者数

入学
倍率

１９２５ １０５ ６５ １．６
２６ ８５ ６９ １．２
２７ １４２ ７２ ２．０
２８ １５１ ６７ ２．３
２９ １５８ ６７ ２．４ ４０５ １０２ ４．０
１９３０ １３０ ７０ １．９ ２０６ １０７ １．９
３１ １１４ ６９ １．７ ２６８ １０４ ２．６
３２ １２３ ７０ １．８ ２４８ １０４ ２．４
３３ １９５ ７１ ２．７ ４０３ １０４ ３．９
３４ ２７０ ７０ ３．９ ６１４ １１０ ５．６
１９３５ ３０５ ７０ ４．４ ５０６ １１０ ４．６
３６ ２５４ ７４ ３．４ ４８９ １０８ ４．５
３７ ２２７ ７８ ２．９ ６８５ ２８１ ２．４
３８ １９１ ７９ ２．４ ７１４ ２９１ ２．５
３９ ２６０ ７２ ３．６ ７５８ ３０２ ２．５
１９４０ １８１ ７８ ２．３ ５００ ２８９ １．７

［出所］ 佐野の各年度および城東の１９４０年度：文
部省実業学務局編『全国公立私立実業学校
ニ関スル諸調査』・『全国実業学校ニ関ス
ル諸調査』各年度版（大空社復刻版，１９８９
年），城東の１９２９―３９年度：大阪府立城東職
工学校編『大阪府立城東職工学校一覧』１９３９
年，佐野の１９３９年度：大阪府編『大阪府統
計書』昭和１４年度版。

（注）� ３７年度以降の城東は第二本科を含む。
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歴・職歴をみると表１８の通りであった。第二代

校長の山田庸は名古屋高等工業学校紡織科を卒

業後，東洋紡績に勤務した経験の持ち主であ

り，小橋正義，福田祐治もそれぞれ相模紡績，

吉見紡績での在職経験があった。それに対して

機械・電気専攻の３名の教員はいずれも卒業と

同時に佐野職工学校に奉職した人たちであっ

た。

前掲表６に示されているように，教員層は専

門学校卒業者だけで構成されていた訳ではな

い。さまざまな学歴・職歴の教員が実習科目を

含めて多彩な授業科目を担当していたのであ

る。なお１９３６年時点における佐野職工学校の職

員構成は教員１８名，嘱託２名，雇１１名であっ

た５２。

３．大阪府立城東職工学校

（１） 略 史

大阪府立城東職工学校は，第４番目の府立職

工学校として１９２９年４月に開校した。設立の背

景として，２つの要因が大きかった。一つは

「今日中学校並ニ女学校ハ大体ニ於テ志願者ノ

数ノ七割位ノ生徒ヲ入レルコトガ出来マスケレ

ドモ，職工学校ハ（中略）非常ニ志願者ガ殺到

シテ来テ居リマス，数年前カラ府ハ何ウシテモ

最ウ一ツ職工学校増設ノ計画ヲシタイ，一ツデ

ハナイ欲ヲ言ヘバ二ツモ三ツモ要求シタイト云

フ考ヘヲ持ツテ居リマシタ，然ウシテ職工学校

ガ出来ルニ随ツテ決シテ志願者ハ減ラナク，却

テ殖エルト云フ状態５３」のなかで職工学校の増

設が急がれた点であり，もう一つは男爵鴻池善

右衛門幸方が将来教育事業に利用することを条

件に２１年に鴻池新田にある所有地約１万坪を大

阪府に寄付したことであった５４。

５２ 大阪府泉南郡佐野町役場編『佐野町勢要覧』昭和
１１年版，１９３６年，２３頁。

５３ 『昭和二年 通常大阪府会予算決算委員会速記
録』２５４頁。答弁者は上田荘太郎書記官（参与官）。

５４ 大阪府内務部編，前掲書，１１０２頁。表
１６

卒
業
生
の
進
路

（
人
）

年
度

佐
野
職
工
学
校

城
東
職
工
学
校

履
修
セ
ル

実
業
従
事
者
其
他
ノ
実

業
従
事
者
上
級
学
校

入
学
者

官
公
署

奉
職
者
学
校
教
員

奉
職
者

其
他

合
計

履
修
セ
ル

実
業
従
事
者
其
他
ノ
実

業
従
事
者
上
級
学
校

入
学
者

官
公
署

奉
職
者
学
校
教
員

奉
職
者

其
他

死
亡

合
計

１９
２７

５１
２

５３
２８

５２
２

５４
２９

６１
３

６４
１９
３０

５６
２

５８
３１

６１
１

６２
６７

１３
４

８４
３２

６０
６０

８３
１１

９４
３３

６１
６１

７２
２２

９４
３４

７０
７０

８２
１４

９６
１９
３５

２２
２２

８２
５

８７
３６

３１
３１

１０
３

１０
３

３７
４３

４３
６０

４６
１

１０
７

３８
３６

３６
２８

２８
３９

３２
３２

３７
６

１６
４

６３

［
出
所
］
文
部
省
実
業
学
務
局
編
，
前
掲
書
，
各
年
度
版
。

（
注
）
�
佐
野
の
３７
年
度
以
降
，
城
東
の
３８
年
度
以
降
は
高
級
科（
５
年
制
）卒
業
生
。
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表
１７

佐
野
職
工
学
校
・
城
東
職
工
学
校
の
学
科
目
お
よ
び
毎
週
教
授
時
数
（
１９
２５
・
２９
年
）

機
械
科

紡
織
科

第
１
学
年

第
２
学
年

第
３
学
年

第
１
学
年

第
２
学
年

第
３
学
年

学
科
目

毎
週
教
授
時
間
数

学
科
目

毎
週
教
授
時
間
数

学
科
目

毎
週
教
授
時
間
数

学
科
目

毎
週
教
授
時
間
数

学
科
目

毎
週
教
授
時
間
数

学
科
目

毎
週
教
授
時
間
数

第
１
学
期
第
２
学
期
第
３
学
期

第
１
学
期
第
２
学
期
第
３
学
期

第
１
学
期
第
２
学
期
第
３
学
期

第
１
学
期
第
２
学
期
第
３
学
期

第
１
学
期
第
２
学
期
第
３
学
期

第
１
学
期
第
２
学
期
第
３
学
期

修
身

１
１

１
修
身

１
１

１
修
身

１
１

１
修
身

１
１

１
修
身

１
１

１
修
身

１
１

１

国
語

２
２

２
国
語

２
２

２
国
語

２
２

２
国
語

２
２

２
国
語

２
２

２
国
語

２
２

２

算
術

２
代
数

２
２

２
地
・
歴

１
１

１
算
術

２
代
数

２
２

２
地
・
歴

１
１

１

代
数

２
３

３
幾
何

２
２

２
幾
何
附

三
角
法

２
２

２
代
数

２
３

３
幾
何

２
２

２
幾
何
附

三
角
法

２
２

２

幾
何

１
１

化
学

１
１

１
英
語

３
３

３
幾
何

１
１

化
学

１
１

１
英
語

３
３

３

化
学

２
２

２
物
理

２
２

２
法
制
経
済

１
１

１
化
学

２
２

２
物
理

２
２

２
法
制
経
済

１
１

１

物
理

１
１

１
英
語

３
３

３
応
用
力
学

１
１

１
物
理

１
１

１
英
語

３
３

３
紡
績

２
２

２

英
語

３
３

３
機
械
工
学

２
２

２
機
械
工
学

２
２

２
英
語

３
３

３
力
織
機

１
１

１
機
織
法

１
１

１

図
画

４
４

４
製
図

４
４

４
機
織
法

１
１

１
図
画

４
４

４
機
織
法

２
２

２
仕
上
法

１
１

１

工
具
及

工
作
法

１
１

１
体
操

２
２

２
電
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１２
０３
号
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大
阪
府
立
城
東
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工
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阪
府
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報
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第
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８
号
，
１９
２９
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（
注
）
�
上
段
は
佐
野
，
下
段
は
城
東
。
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定員は電気科５０名，機械科５０名，修業年限３

カ年の乙種の実業学校であり，入学資格は尋常

小学校卒業であった５５。創設期の校長事務取扱

は佐野職工学校と同様に今宮の佐藤秀也が担当

したが５６，開校と同時に初代校長に夏目寿一が

就任した。

１９３７年２月には教頭の村田喜一郎が第二代校

長に就任し，翌３月には従来の本科は本科（電

気科，機械科，計器科［新設］）と第二本科

（電気科，機械科）に分けられ，さらに高級

科，第二高級科５７，専修科の設置がそれぞれ認

可された（前掲表１４参照）。続いて同年１０月に

は短期工養成を目的とする第二部の設置が認可

され，中学校・商業学校修了者を１年間受け入

れることになった。４１年６月に第三代校長とし

て畑中覚造（前今宮職工学校機械科長）が就任

し，９月に校名が大阪府立城東工業学校と変更

された。続いて４３年度からは中等学校令に基づ

いて４年制の工業学校となり，４４年度からは修

業年限４年の夜間工業学校である第二工業学校

が併設された。４５年３月には工業学校として第

５５ 以下，大西一男編『城工４０年』大阪府立城東工業
高等学校，１９７０年，８―７６頁による。

５６ 学科編成においても佐藤の指導力が大きかった。
佐藤は，「創立方針としては今宮職工学校の最多志願
科たる電機科を電気科と改め之れに機械科を併置し
二科設置の腹案を立てられ時の教頭金子教諭と数ヶ
月に亘りて，調査協議の結果昭和三年五月（中略）
職工学校創立案を具体的に府当局に提案」した（久
安寿一郎編『佐藤秀也先生頌徳誌』大阪府立今宮職
工学校同窓会，１９３４年，１００―１０１頁）。

５７ 第二本科と第二高級科は生徒収容増加を目的に設
置された課程であり，始業・終業の時刻に差がある
だけで（「第二本科ノ始業時間ハ午後一時トス但シ季
節ニ依リ変更スルコトアルベシ」，『大阪府公報』第
１３０８号，１９３７年３月１２日），内容は本科，高級科と同
様であった。

表１８ 教員一覧（１９３４年）

氏名 担当科目 出身校 専攻 卒業年 卒業直後の就職先
小山 平治 校長，修，公 関西大学
山田 庸 機織，力織，用器 名古屋高等工業学校 紡織 １９１５ 東洋紡績愛知分工場
小橋 正義 工具及工作，機械工学，製図 東京高等工業学校 紡織 １９２０ 相模紡績平塚工場
佛性 栄治 材料，機械工学，製図 大阪高等工業学校附設

工業教員養成所
機械 １９２５ 大阪府立佐野職工学校

小林 建夫 化，織物仕上，染色
田中 寿雄 幾，三角，電工 神戸高等工業学校 電気 １９２７ 大阪府立佐野職工学校
福田 祐治 原料，紡績，織物分解 桐生高等工業学校 紡織 １９２７ 吉見紡績
石本 勇造 材，応力，材料強弱 大阪工業大学 機械 １９３１ 大阪府立佐野職工学校
氏名 担当科目 出身校 専攻 卒業年 卒業直後の就職先

夏目 寿一 校長，修 東京高等工業学校附設
工業教員養成所

機械 １９１０ 東京府立職工学校

村田喜一郎 公，用器画，電製 東京高等工業学校附設
工業教員養成所

電気 １９１８ 大阪府立今宮職工学校

神谷 純三 機工，機製，機実 東京高等工業学校 機械 １９２２ 汽車製造
田原 栄 熱機，自，飛 東京高等工業学校 機械 １９２３ 東京鋼材
田和 省吾 交流機，電気理論，電製
辻野 清次 材料，鋳実 大阪高等工業学校 機械 １９２９ 大阪府立城東職工学校
福田 良策 水力機，機械学 大阪工業大学 機械 １９３０ 大阪府立城東職工学校
橘 政治 電理，材料，電工 東京工業大学 電気化学 １９３０ 大阪府立城東職工学校
井村 国三 直流機，電気測定，電実 東京工業大学附設工業

教員養成所
電気 １９３１

［出所］ 大阪府督学課編，前掲書，中等教科書協会編，前掲書，堤耕作編，前掲書，大阪工業倶楽部編『会員名簿』各年度，
および各校学校一覧各年度版。

（注）� 上段は佐野，下段は城東。
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１回の卒業式が実施され，５年の卒業生と１ヵ

年繰上げ卒業による４年の卒業生が同時に卒業

した（電気科１７２名，機械科２７２名）。なお戦後

の学制改革によって，４８年４月に大阪府立城東

工業高等学校が発足する。

（２） 入学と卒業の状況

設立前は「市内ノ工場地帯ノ中心地ニ夫ダケ

ノ余裕ガアレバ市内ニ在ルニ越シタコトハ無イ

ケレドモ，夫レガ無イトスレバ，是レハ市外デ

アルケレドモ然ウ多大ナ経済上ノ犠牲ヲ払ハナ

クテモ宜イ，各種ノ状況を総合スレバ鴻池新田

ガ先ヅ適当デアラウ５８」と評された城東職工学

校であったが，「昭和四年二月第一回の生徒募

集に際しては青木書記，菱木君等が募集ビラ

（今宮職工学校印刷科嘱託藤本和平氏図案）を

京阪沿線，片町沿線を始め市内重要地に配布し

優に応募者も四百五名に上り入学許可者は電気

科四七名機械科五五名５９」とその人気は最初か

ら高く，初年度の入学倍率は４倍に及んだ（前

掲表１５参照）。入学倍率は昭和恐慌期に低下す

るものの，３３年度以降は高水準を維持し，３７年

度における第二本科設置によってやっと２倍台

にもどった。

前掲表１６から卒業生の進路についてみると，

無視しえない数の官公署奉職者が存在した点が

城東職工学校の特色であった。

（３） 教育内容と教員層の動向

城東職工学校の実習時間の多さは，佐野職工

学校の場合と同様であった（前掲表１７参照）。

両職工学校機械科の学科目の配当もほとんど同

じ内容であり，佐野の第３学年に「機織法」が

あったのに対し，それが城東では「自動車及航

空機」に代わっているだけであった。

前掲表１８に示されているように初代校長の夏

目寿一，第二代校長の村田喜一郎はともに東京

高等工業学校附設工業教員養成所卒業者であ

り，第三代校長の畑中覚造は１９１５年に大阪高等

工業学校機械科を卒業していた６０。

また１９２２・２３年に東京高等工業学校を卒業し

た神谷純三と田原栄が汽車製造と東京鋼材に勤

務した経験を有していたのに対し，２９・３０年に

大阪高等工業学校・大阪工業大学・東京工業大

学を卒業した３名の教員はいずれも卒業後と同

時に城東職工学校に就職していた。

おわりに

最初から甲種の工業学校を設立していった大

阪市は，都島工業学校，泉尾工業学校，工芸学

校とそれぞれに特徴のある全国有数の工業学

校・工芸学校を配置しながら，増大する技術

者・労働者の需要に応えようとしていた。一方

当初は社会政策的意図も込めて授業料も無料で

あった府立の乙種の職工学校は，全国的にも有

名な徹底した実践教育を展開した。西野田と今

宮の２つの職工学校では戦間期の大阪が生み出

す技術者・労働者に対する超過需要を解消する

ことは到底できず，佐野と城東の両職工学校が

設立された。１９１９年度から職工学校は有料制を

しき，２２年度に西野田と今宮に高級科が設置さ

れて両校が甲種の実業学校に昇格することで職

工学校の防貧政策的性格は薄らぎ６１，後発の佐

野と城東にとって，先発の西野田と今宮が学校

経営のモデルとなった。

その後戦時期になると労働者・技術者に対す

る戦時需要の急増に対応して市立・府立の工業

学校・職工学校が多数新設されるが，その内容

は重化学工業関連に偏重した学科編成であっ

た６２。そうしたなかで市立工芸学校は校名変更

５８ 前掲『昭和二年 通常大阪府会予算決算委員会速
記録』２２２頁。

５９ 久安編，前掲書，１０１頁。

６０ 堤耕作編『日本技術家総覧』昭和９年版，日刊工
業新聞社，１９３４年，５８頁。

６１ 沢井，前掲論文，２００６年，２―３頁参照。
６２ 同上論文，２頁。
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をかろうじて免れたものの，１９４４年３月に工芸

図案科の廃止を余儀なくされる。同校は全国工

芸協会長，東京帝大工学部富塚清教授などに工

芸図案科の必要性を訴え，文部当局の再考方の

取り次ぎを依頼したが，それが実を結ぶことは

なかった６３。しかし敗戦後の４６年度には早くも

同科が復活し，同時に金属工業科は金属工芸

科，建築科は建築工芸科に改名したのである。

（大阪大学大学院経済学研究科教授）

〈附記〉

本稿作成のための資料収集に際して，大阪市

立工芸高等学校および大阪府立城東工科高等学

校の諸先生方にはたいへんお世話になった。末

尾ながら記して謝意を表したい。また本稿作成

に際して，平成１６―１９年度科学研究費補助金

（基盤研究［B］，研究代表者：平本厚，課題

番号：１６３３００６２）による研究助成を受けた。

A Craft School and Technical Schools in Prewar and Wartime Osaka:
Cases of Osaka Municipal Craft School,
Osaka Prefectural Sano Technical School

and Osaka Prefectural Johto Technical School

Minoru Sawai

The purpose of this paper is to make clear the developmental process of three middle−level

industrial educational organizations: Osaka Municipal Craft School (referred to simply as Craft School

hereafter), Osaka Prefectural Sano Technical School (Sano) and Osaka Prefectural Johto Technical

School (Johto).

Craft School which was composed of three departments of metal craft, wood craft and craft design,

was established in 1923, while Sano and Johto were established in 1925 and 1929 respectively. Craft

School had five−year courses, and Sano had three−year course of two departments of textile and

mechanical engineering, similarly Johto with three−year course of two departments of mechanical and

electrical engineering.

Each school had developed paralleled with the rapid growth of the industrial production in Osaka.

In the wartime period, however, Craft School was forced to abolish the department of craft design due

to unsuitablenss of the department for wartime production.

６３ 前掲『芸草 創立２５年記念号』６頁。
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